
調査目的︓⽣活基盤の保障という観点から、県⺠の健康で⽂化的な最低限度の⽣活が真に担保されているかを検証するため、本県独⾃の調査を緊急的に実施
調査対象︓県が保護決定した⽣活保護世帯のうち６９世帯（峡南保健福祉事務所、富⼠・東部保健福祉事務所圏域）
調査⽅法︓国が令和４年７⽉に実施した「家庭の⽣活実態及び⽣活意識に関する調査（５９項目）」の調査票を使⽤し、直近の本県における状況をケースワーカーが確認
調査期間︓令和７年２⽉１３⽇（⽊）から３⽉３１⽇（⽉）まで
⽐較⽅法︓今回初めての試みとして県独⾃で実施した県内調査と、令和４年の全国調査の結果を⽐較

調査概要

生活保護受給世帯実態調査結果

調査結果
食事・衣類 衛生・健康

他者とのつながり レジャー・外食

家計

94%
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14%
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R4.7

R7.3

1日に2回以上食事を
しているか

している していない

86%

70%

14%

30%

0% 50% 100%

R4.7

R7.3

1日に1回は野菜を
食べているか

食べている 食べていない

8%

20%

22%

23%

37%

10%

33%

47%

0% 50% 100%

R4.7

R7.3

衣服を買えないことが
あったか

何度もあった ときどきあった
ほとんど無かった まったく無かった

8%

20%

18%

25%

36%

17%

38%

38%

0% 50% 100%

R4.7

R7.3

冷暖房を使用しないことがあった
か

何度もあった ときどきあった
ほとんど無かった まったく無かった

49%

22%

41%

48%

8%

29%

2%

1%

0% 50% 100%
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入浴（シャワー含む）の
頻度は

毎日 ２日〜３日に⼀回
１週間に⼀回 １週間超に⼀回

88%

72%

12%

28%

0% 50% 100%

R4.7
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連絡をとる相手がいるか

いる いない

15%

17%

36%

25%

21%

7%

28%

51%

0% 50% 100%

R4.7

R7.3

親族の冠婚葬祭に出席するか

必ず出席する たいてい出席する
ほとんど出席しない まったく出席しない

1%

2%

6%

3%

91%

97%

0% 50% 100%

R4.7

R7.3

泊まりがけ旅行の頻度は

年４回以上 年２〜３回程度
年１回程度 ほとんど旅行しない

5%

1%

40%

23%

30%

25%

25%

51%

0% 50% 100%

R4.7

R7.3

外食を楽しむ機会があるか

定期的にある ときどきある
ほとんどない まったくない

8%

14%

30%

19%

40%

39%

22%

28%

0% 50% 100%

R4.7

R7.3

毎月の家計の状況は

ほぼ毎月赤字になる ときどき赤字になる
ほとんど赤字にならない まったく赤字にならない

11%

6%

89%

94%

0% 50% 100%

R4.7

R7.3

定期的な貯蓄をしているか

している していない

１日に２回以上食事をしていない人は１
４％、前回の国調査から８ポイント増加。

１日に１回野菜を食べていない人は３
０％、前回の国調査から１６ポイント増
加。

衣服を買えないことが何度もあった人は
２０％、前回の国調査から１２ポイント
増加。

冷暖房を使用しないことが何度もあった
人は２０％、前回の国調査から１２ポイ
ント増加。

毎日入浴している人は２２％、前回の国
調査から２７ポイント減少。

17%

36%

46%

39%

34%

25%
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0% 50% 100%

R4.7
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現在の暮らしの状況は

大変苦しい やや苦しい 普通
ややゆとりがある 大変ゆとりがある

連絡をとる相手がいる人は７２％、前回
の国調査から１６ポイント減少。

親族の冠婚葬祭にまったく出席しない人
は５１％、前回の国調査から２３ポイン
ト増加。

ほとんど旅行しない人は９７％、前回の
国調査から６ポイント増加。

外食を楽しむ機会がまったくない人は５
１％、前回の国調査から２６ポイント増
加。

毎月の家計がほぼ毎日赤字になる人は１
４％、前回の国調査から６ポイント増加。

定期的な貯蓄をしていない人は９４％、
前回の国調査から５ポイント増加。

現在の暮らしの状況が大変苦しい人は３
６％、前回の国調査から１９ポイント増
加。

まとめ

⽣活保護世帯の実態調査では、令和４年に⽐べ令和７
年は⽣活状態が以前より苦しい状況に陥っている世帯が増
加していることや、親族や知人とのつながりや社会参加の機
会も減るなど、⽣活保護受給世帯が置かれている困難な
状況が浮き彫りとなった。

7%

7%

29%

25%

29%

17%

35%

51%

0% 50% 100%

R4.7
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知人の冠婚葬祭に出席するか

必ず出席する たいてい出席する
ほとんど出席しない まったく出席しない

知人の冠婚葬祭にまったく出席しない人
は５１％、前回の国調査から１６ポイン
ト増加。


